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第 5 章では、このフラックスの優秀性を50mm厚の HT-80鋼の各種溶接継手で実証し、あわせてこ
れらの継手に認められる溶接われの特性に論及して、この鋼種に対する溶接材料の選定やわれ防止の
ための具体的指針を示している。
第 6 章では、以上の結果を総括し、これらの溶接施工への適用について筆者の意見を集約している。
論文の審査結果の要旨
本論文はアーク溶接過程における水素の吸収および放出を、被覆アーク溶接とサプマージアーク溶
接の場合について理論的実験的に追究し、鋼材ならびに溶接材料の品質設計の立場から、各種水素源
の作用の定量化をはかったものである。とくに、被覆アーク溶接において、被覆剤中の水分と大気中
の水分の拡散性水素量におよぽすそれぞれの影響度の分離や、サプマージアーク溶接においてフラッ
クスから発生する炭酸ガス発生量およびスラグの水素吸収能の拡散性水素量に対する影響などに関す
る研究は、従来その例がなくこれによって溶接時における水素の挙動の解明に資するところ大である。
また本論文ではこれらの結果に基づいて、従来溶接われやじん性において比較的問題が多かった80
キロ級高張力鋼の厚板を容易にかっ安全に溶接できるサプマージアーク溶接材料の製品化を行ない、
伴せてこの溶接部に認められる各種溶接われの発生および伝播特性やじん性改善に検討を加えて、わ
れ防止策についても触れている。
これらの結果は、近時盛んになりつつある該鋼種の大量使用において、その溶接施工上、多くの指
針を与えるものである。
以上の成果は、鉄鋼材料学ならびに溶接工学上貢献するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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